
2024 年 4 月 8 日 

 

当院でがん化学療法を受けられた患者さん 

 

臨床データ看護研究使用に関するお願い 

 

山陰労災病院 化学療法・緩和医療推進委員会では「タキサン系薬剤による末梢神経障害

へのプラスチック手袋と着圧ソックスの予防効果」について調査研究を行う予定です。この

研究では、タキサン系の薬剤（パクリタキセル・アブラキサン・ドセタキセル・ジェブタナ）

の投与を受けた患者様の情報やデータをカルテから収集させて頂きます。 

この案内を読み、今回のデータ使用について同意をいただけない場合、またはご質問があ

る場合は、お手数ですが下記の問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。ただし、すで

に公表を終了している場合は、研究データから患者さんの情報を削除できない場合がありま

すのでご了承ください。 

 

●2021 年 4 月～2024 年 3 月の間に、タキサン系の薬剤（パクリタキセル・アブラキサン・

ドセタキセル・ジェブタナ）の投与を受けた患者さんで、末梢神経障害予防の方法（手袋

装着・保冷剤使用・着圧ソックス着用）を実施された患者さんが対象です。 

 

●調査目的：タキサン系薬剤の副作用である末梢神経障害の予防方法の効果を調査します。 

 

●調査項目①性別②年齢③疾患④肝機能状況（4 剤共に主に肝代謝・胆汁排泄のため） 

⑤治療歴（一次・二次・三次）（レジメンの種類）⑥現レジメンの種類 

⑦対象薬剤累積投与量（投与回数）⑧対象薬剤投与開始時の末梢神経障害の有無 

⑨末梢神経障害出現状況（投与量）（Grade） 

＊Grade評価は、有害事象共通用語基準v5.0 日本語訳 JCOG 版（CTCAE v5.0‐JCOG）

を参照する。 

⑩末梢神経障害の症状緩和のための薬剤処方の有無 

  ⑪末梢神経障害の予防実施状況（手袋・冷却・着圧ソックス） 

⑫爪障害の状態 

⑬皮膚トラブルの有無 

 

●カルテから調査する研究ですので、患者さんへの特別な負担、リスクはありません。 

 

 



●使用するデータは個人が特定されないように匿名化し、個人情報に関しては厳重に管理 

します。保管期間終了後は匿名化のうえ適切な方法で廃棄します。  

 

●この調査研究は特定の企業・団体等からの支援を受けて行われるものではなく、利益相反 

はありません。 

 

●この調査研究は山陰労災病院倫理審査会委員会で審査され、承認を受けて行います。 

 

ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

【問い合わせ先】 

研究責任者：〒683-8605 鳥取県米子市皆生新田 1－8－1  

TEL0859－33－8181 

独立行政法人労働者健康安全機構 山陰労災病院 5A 病棟 

原田由美 

 

研究担当者：独立行政法人労働者健康安全機構 山陰労災病院 外来 

青砥由美子 

 

 

 


